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平成最後の発行となりました。節目とともに、JOA も運営の改革をすすめていきます。 

そのために皆様からのご協力をお願いしたく、ぜひご一読お願いいたします。 

●本号の内容 

・第 29回ユニバーシアード冬季大会報告 

・オフィシャルパートナー紹介 

・全日本大会、前日報告会（アジア選手権・スキーOユニバーシアード）のご案内 

・改革案を策定するワーキンググループメンバー募集 

・オリエンテーリング宣言ワーキンググループメンバー募集 

・第 19回理事会議事録(暫定版) 

・インストラクタ養成講習会のお知らせ 

・2019年度公認大会・講習会のお知らせ 

●第 29回ユニバーシアード冬季大会報告（業務執行理事：大里、木村） 

 大学生のオリンピックことユニバーシアード冬季競技大会が

2019/3/2から 3/12までロシア・クラスノヤルスクにて開催さ

れ、スキーオリエンテーリングが初めて実施されましたのでご

報告します。 

日本代表選手団として、石原湧樹選手（東京大学 4年）、佐

野響選手（筑波大学 3年）、柴田達真（チームリーダー）が日

本オリンピック委員会（JOC）から派遣されました。木村佳

司、大里真理子、両名もアディショナルスタッフとして参加し

ました。 

ロシア語によるテレビ放送と、英語によるオリンピックチャ

ンネル（インターネット）にて放映されるプレッシャーの中、

石原、佐野両選手はすべての種目に参加し、下記の成績を残し

た次第です。また、国際的なマルチスポーツイベントの利点を

生かし、クロスカントリースキーやアイスホッケー競技の視察

も行い、他競技のスタッフや選手と交流する貴重な機会を得る

ことが出来ました。 

今回初めて JOCから日本代表選手団として選手・役員を派遣

いただきましたが、オリエンテーリング競技の発展並びに今

後、オリンピックを目指す上で、JOAの事務処理を含めたサ

ポート体制の強化の必要性を強く感じました。 

2023年に米国のレークプラシッドで行われる第 31回ユニ

バーシアード冬季大会においてもスキーオリエンテーリング

が実施される予定ですので、今回の貴重な経験を活かし、若

手選手の発掘と強化を行ってまいります。 
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3 月 4日 スプリント競技   
男子     女子    
1  KISELEV Vladislav [RUS] 15:46 1 NENONEN Maija [FIN]  14:04  
30 石原湧樹       19:16 39 佐野響   23:19 

3 月 5日 パシュート競技 
男子     女子 
1  GORLANOV Sergei [RUS]  34:38 1  VIATKINA Marina [RUS] 31:38 
28 石原湧樹      45:28 39 佐野響       1:07:25 

3 月 7日 スプリントリレー競技 
1 位 ロシア 1   47:39 
19 位 日本      1:04:02  1,3,5レグ(女子) 佐野響、2,4,6レグ(男子) 石原湧樹 

3 月 10日 ミドル競技   
男子     女子    
1  BAKLID Joergen [NOR]   35:25 1 NENONEN Maija [FIN]  37:07 
28 石原湧樹       41:11 36 佐野響        1:02:06 

 

●オフィシャルパートナー紹介（業務執行理事：大里） 

 オフィシャルパートナーには金銭面で支援を下さるオフィシャルスポンサーと物資面で支援を下さ

るオフィシャルサプライヤーがあります。 

今回は先日オフィシャルスポンサーになっていただいた（株）ブライトコンパスの代表取締役であ

る新田見俊宣様に会社のご紹介、オフィシャルパートナーのきっかけ、オリエンテーリング界への期

待についてご寄稿いただきました。 

①会社の紹介 

中古テレビ会議.com(https://chuko-tv-kaigi.com)というネットショップでテレビ会議システムと

いう企業で利用する機器の中古品の販売を行っています。 

会社設立から６年目になります。新品だと 100万円くらいした機器を数分の１の価格で販売してい

るので購入いただいた企業からは好評をいただいています。 

代表の新田見俊宣は練馬オリエンテーリングクラブに所属し、また、東京都オリエンテーリング協

会の理事として、競技への参加や、大会等の運営を行っております。 

②オフィシャルパートナーになろうと思ったきっかけ 

会社代表である新田見俊宣の息子が 2017年の夏に JWOCの代表選手に選ばれ、新田見俊宣は応援にフ

ィンランドに行ってまいりました。その際にオフィシャルとしてサポートしていただいた方々に大変

お世話になりましたが、事前の準備も現地での活動もほどんど手弁当で参加されているということに

感銘を受けました。また、その後に AsJYOCにも出場させてもらい、同様に大変お世話になりました。 

それに対する感謝の気持ちと、少しでも支援させてもらえればと思い、オフィシャルパートナーにな

ろうと思いました。 

③オフィシャルパートナーとしての期待 

オリエンテーリングは一般の人には馴染みがないですが、機会あって経験した方は、興味を持ってく

れ、もっとやってみたいという意向を持つ方が多いと思いました。経験して、継続できる機会が増え

たり、競技力が向上して認知が上がって関心を持つ人が増えてくれることに役立てたら幸いです。 

一方会社としてはビジネス上のメリットもあるとありがたいと考えていました。JOAのサイトにはナ

ンバーカード作成についての企業とのタイアップの案内があり、直接的には競技に関わりがありませ

んが、当社の扱っている商品の案内を同様にタイアップさせてもらえば事業への寄与があるとして、

パートナーを継続しやすいスキームにできると思いました。 

(詳細は http://www.bright-compass.co.jp/cp-joa/ にて) 

 実際に競技をされている若い方々というよりも、現在競技からは離れていたりはするものの、オ

http://www.bright-compass.co.jp/cp-joa/
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リエンテーリング界や JOAに何らかの寄与をしたいと考えている方がタイアップの企画に目を留めて

いただければと考えています。 

 そういった方々が自らの会社に役に立つ弊社の商品を購入すると同時に JOAにも貢献できるとい

う形がとれれば単にパートナーとしての支援する以上の金銭面の貢献も果たせると思っています。   

 

JOAオフィシャルパートナーにご興味のある方を是非ご紹介ください。 

連絡先：joa@orienteering.or.jp  担当： 大里真理子 

 

●全日本大会、アジア選手権・スキーOユニバーシアード報告会のご案内 

4月 14日、年度に一回のオリエンテーリングの祭典を維持すべく、山川克則実行委員長以下実行委

員会がロング種目の王者決定にふさわしいテレインとコース、イベントを提供します。 

テレインは 15年以上寝かされた日光霧降から所野に至るテレインで、美しい植林の森と大胆なルー

トチョイスを可能にするレッグを提供して皆さんをお待ちしています。 

事前申し込みの締め切りが 3月 18日となっておりますので、お気を付けください。 

詳しくは、http://www.orienteering.com/~joc2018/ を参照ください。 

また、前日の 4月 13日に日光市内で、アジア選手権報告会、スキーオリエンテーリングユニバーシ

アード報告会を実施する予定です。こちらも併せてご参加をお待ちしております。 

●改革案を策定するワーキンググループメンバー募集（副会長：村越） 

 2018年の全日本スプリントで露呈した構造的な問題や組織の長期的な運営の課題に対応し、それに

対する改革案を策定するために、以下の３つのワーキンググループ（以下 WG）を設置することが理事

会で決まりました。会員各位からの適任者の推薦をお願いします。 

なお、推薦者多数の場合には、各 WGの座長にご一任いただきます。 

１．運営・組織改革 WG（座長：村越真副会長） 

２．スプリント種目 WG（座長：瀬川出理事） 

３．ノミネーション WG（座長：大里真理子業務執行理事） 

締切：3月 25日（メーリングリストでのご案内では 3/20となっていますが、本号の発行が遅れたた

め、延長します） 

連絡先：事務局宛（joa@orienteering.or.jp）、「WGメンバー推薦」のヘッダーでお願いします。 

 

●オリエンテーリング宣言ワーキンググループメンバー募集（理事：木村） 

オリエンテーリング宣言（仮称）案を作成するワーキングループを設立し、そのメンバーを募集し

ます。 活動期間等詳細は下記 URLを参照ください。 

http://www.orienteering.or.jp/archives/2019/0225_post-135.php 

資格：オリエンテーリング競技を愛する者  

募集人数 ：数名。応募人数が 10名を超える場合は個別に調整させていただきます。  

募集期間 ：2019年 2月 24 日～3月 31日  

応募先：理事の木村佳司までその意思を連絡ください。 

メールアドレス kimurakeishi11@gmail.com  

 

 

mailto:joa@orienteering.or.jp
http://www.orienteering.com/~joc2018/
http://www.orienteering.or.jp/archives/2019/0225_post-135.php
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●第 19回理事会議事録(暫定版) 

１．開催日  ２０１９年２月２３日(土) １０：０５－１７：００  

２．開催地  立正大学品川校舎 

３．出  席 

    理事     山西哲郎 信原 靖 藤井範久 伊藤好信 木村佳司 高野由紀 平島俊次 

       楠見耕介 愛場庸雅 藤島由宇 村越 真 島津 弘 荻田育徳 奥田健史 

       大里真理子   瀬川 出(11時以降出席) 

   (欠席)  羽鳥和重 遠藤匠真  茅野耕治 新帯 亮 

監事   尾上秀雄   (欠席)齋藤和助 

記録   髙村 卓  

４．議長 定款に従い、山西会長が議長となり開会した 

５．議事録署名人 定款に従い、山西会長、尾上監事を指名した。 

 

審議事項  

第１号議案 ２０１９年度事業計画書(案)及び収支予算書(案) 

 事務局から、２０１９年度の事業計画と収支予算を説明後、質疑応答に入った。 

 事業計画案に対して、ねんりんピックへの参加促進を追加。その他、語句の修正、大会回数の修正

等が出された。 

第４５回全日本オリエンテーリング大会について、進行状況等を説明後、業務委託契約または覚え

書き締結することを確認した。その上で事業計画原案に対する修正案は提出されなかった。 

収支予算案のうち、UNIVAS(大学スポーツ協会)の加盟金の収支額の修正があった。 

予算書の支出に１万円とあり、１０万円が正当と修正。収入については、日本学連が負担する事にな

っている、科目を設けて１０万円を入れる事になった。 

 以上、審議の結果、出席理事１５名全員が賛成し承認された。 

 

第２号議案 競技規則の改定について [平島理事提案] 

 エリートクラス出場資格、Ｂクラスの年齢規定、公認大会開催時に既存のテレイン／地図の利用、

全日本リレーにおける連合チーム、スプリント大会で設置するクラス、ＩＯＦ競技規則 2019における

改正対応、全日本大会の参加費等について説明した。 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１５名全員が賛成し承認された。 

 当初一緒に提案された「失格について、アピール(上訴)について、スタート地区の地図の配布及び

時計の設置については、審議事項から外し、保留する修正動議が出された。 

 ＪＳＡＡ(日本スポーツ仲裁機構)の裁定が決定してから検討することになった。 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１５名全員が賛成し承認された。 

 

第３号議案 謝金規程・旅費規程の改定について [平島理事提案] 

 旅費規程の内、基本は公共機関の利用だが、やむを得ない事由がある場合に限り自家用車の使用を

承認。旅費規程、謝金規程とも、語句の修正をする。 

 以上、審議の結果、出席理事１５名全員が賛成し承認された。   

   

第４号議案 コーチ制度への移行について [事務局提案] 

 コーチ制度移行について周知後、スポーツ協会との打ち合わせで、移行についての方法に変更がで

たことを説明した。当協会内の移行講習会だけでは移行できないこと。移行する方は、カリキュラム

の大幅な変更に伴いスポーツ協会の共通科目の受講が必要な事を説明した。 

 移行予定に変更がでたが、移行することについては進めて行くことを確認した。 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１５名全員が賛成し承認された。 
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第５号議案 普及教育委員会の改組について [木村理事提案] 

 コーチ制度への移行に伴い、指導者関係の組織に改組することにした。１００キロコンペ、パーマ

ネントコース関係については、事務局で対応。 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１６名全員が賛成し承認された。 

 

第６号議案 組織・運営の見直しのためのＷＧについて [村越理事提案] 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１６名全員が賛成し、原案通り承認された。 

 

第７号議案 スプリント大会の検討を行うＷＧの設置について [瀬川理事提案] 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１６名全員が賛成し、原案通り承認された。 

 

第８号議案 ノミネーションＷＧの設置について [大里理事提案] 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１６名全員が賛成し、原案通り承認された。 

 

第９号議案 オリエンテーリング宣言検討のＷＧ設置について [木村理事提案] 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１６名全員が賛成し、原案通り承認された。 

 

第１０号議案 日本スポーツ仲裁機構(JSAA)に関わる費用について [大里理事提案] 

 現在、全日本スプリント大会における提訴についての裁定に対して、ＪＳＡＡに仲裁が出されてい

ること、その費用が以下のように掛かることが説明された。 

 ・初期費用 30万円＋追加費用上限 30万円 

 以上、審議の結果、採決を行い出席理事１５名が賛成、１名が反対したが、賛成多数で承認され

た。 

 その他必要事項として以下のことが提案された。 

 ・自動応諾で次回ＪＳＡＡ費用が発生したとき 

スポーツ仲裁規程を改定し、費用についての規定を追加する。 

 ・現在の仲裁裁定の関係で、答弁書の理事への配布について 

  答弁書は、理事全員に紙で配布・郵送する。(理事以外への拡散防止のため) 

  以上、審議の結果、採決を行い出席理事１６名全員が賛成し承認された。 

 ・ＪＳＡＡ対応チームに以後の対応を委任することについて 

  対応チーム 大里、村越、平島、茅野(候補・意思を確認する) 

以上、審議の結果、採決を行い出席理事１５名が賛成、１名が反対したが、賛成多数で承認され

た。 

 

報告事項 

１ 第 45回全日本オリエンテーリング大会の準備状況について [村越理事] 

２ 定款の一部改訂について [事務局] 

３ 公認大会 WGの中間報告 [奥田理事] 

４ ＷＭＧ２０２１の準備状況について（スケジュールと委員会会則） [平島理事] 

５ ＩＳＯＭ２０１７の運用について [平島理事] 

６ JOAホームページの移行について [事務局] 

７ オフィシャルパートナーについて [大里理事] 

８ 事務局の新会館への移転時期を６月６日を予定と報告 [事務局] 

９ 2019年度の理事会等の日程について（案）  

５月初旬：業務執行理事連絡会 

５月２５日：理事会 

６月９日：社員総会 
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７月：業務執行理事連絡会 

９月：業務執行理事連絡会 

９月：理事会＋委員長会議 

１１月：業務執行理事連絡会 

１月：業務執行理事連絡会（対面） 

２月：理事会 

                                      以上 

●インストラクタ養成講習会のお知らせ 

開催日時：2019年 4月 18日（木）～4月 19日（金） 

開催地：兵庫県 養父市ハチ高原交流促進センター（養父市大久保 1591） 

定員：20名 

申込〆切：4月 12日（金）但し定員になり次第締め切ります。 

参加申込み等詳しくは下記 URLをご覧ください。 

http://www.orienteering.or.jp/archives/2019/0311_post-136.php 

●今後の公認大会・講習会のお知らせ 

3 月 31日  第 60回中日東海 OL大会 (三重県) 

4 月 14日  第 45回全日本オリエンテーリング大会(ロングディスタンス競技) (栃木県) 3/18締切 

4 月 18-19日 インストラクタ養成講習会（兵庫県） 

4 月 27-28日 全日本トレイル O大会 (長野県) 

5 月 12-13日 青い森まなか２日間大会 (青森県) 

5 月 26日  第 2回つるまい OLCトレイルオリエンテーリング大会 (愛知県) 

6 月 1日   東大 OLK前日大会兼上尾 OLC大会 in本庄 (埼玉県) 

7 月 7日   パーク Oツアーin関西 2019和歌山大会 (和歌山県) 

8 月 27日  第３回アジアジュニア・ユースオリエンテーリング選手権大会(国際イベント) (山梨県) 

10 月 13日 全日本オリエンテーリング大会（ミドルディスタンス競技） (滋賀県) 

10 月 14日 全日本オリエンテーリング大会（ロングディスタンス競技） (滋賀県) 

11 月 3日  全日本オリエンテーリング大会（スプリントディスタンス競技） (福島県) 

12 月 8日  全日本オリエンテーリング大会（リレー競技） (茨城県) 

 


